
今
年
も
、
八
月
四
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
夏
の
伝
統
行
事
、
 

虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
時
折
雨
の
降
る

あ
い
に
く
の
天
候
の
中
、
七
台
の
虫
が
あ
す
な
ろ
大
太
鼓
、
 

成
田
市
長
ら
市
職
員
に
よ
る
大
名
行
列
と
と
も
に
市
内
を
練

り
歩
き
、
沿
道
の
観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
 

今
年
の
大
虫
賞
は
、
漆
川
虫
お
く
り
保
存
会
で
す
。
 

夜
に
は
、
白
装
束
を
身
に
つ
け
た
若
者
達
が
、
五
穀
豊
穣

を
祈
願
す
る
た
い
ま
つ
の
火
を
岩
木
川
河
川
敷
ま
で
運
び
、
 

暑
さ
に
負
け
な
い
熱
気
を
体
中
に
あ
ふ
れ
さ
せ
、
ニ
匹
の
巨

大
な
虫
を
天
に
送
り
ま
し
た
。
 

（
ね
ぷ
た
関連
の
記
事
は
ニ
ペ
ー
ジ
で
す
。）
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五所川原市長賞「木曽義仲の出陣」 先頭で引っばってます。 
夏休みのよい思い出に．ク 

-J く ゴー、コー フィーバー フイー 
ねぷたの新しいかけ声？ 

い
ま
す
。
 

八
月
一
日
に
は
 
「ク
リ
ー
ン
ロ
ー
 

ド
」
作
戦
と
し
て
、
国
道
一
〇
一
号

大
釈
迦
ス
ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
か
ら
浅

井
入
ロ
ま
で
の
約
七
キ
ロ
を
、
土
岐

誠
一
五
所
川
原
土
木
事
務
所
長
ら
両

所
の
職
員
、
七
十
二
名
が
清
掃
し
、
 

ゴ
ミ
袋
と
金
ば
さ
み
を
持
っ
た
職
員
 

い
ま
す
。
 

角
に
お
い
て
 
「道
の
日
」
街
頭
広
報

八
月
一
日
に
は
「
ク
リ
ー
ン
ロ
ー
 
が

実
施
さ
れ
、
菊
池
助
役
以
下
両
所
 

ド
」
作
戦
と
し
て
、
国
道
一
〇
一
号
 

の
職
員
七
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

大
釈
迦
ス
ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
か
ら
浅
 
参

加
者
は
、
歩
行
者
に
パ
ン
フ
レ

井
入
ロ
ま
で
の
約
七
キ
ロ
を
、
土
岐
 
ッ

ト
、
道
路
環
境
美
化
袋
等
を
配
布

誠
一
五
所
川
原
土
木
事
務
所
長
ら
両
 
し

て
、
道
路
へ
の
ポ
イ
捨
て
、
ゴ
ミ

所
の
職
員
、
七
十
二
名
が
清
掃
し
、
 

の
放
置
、
無
許
可
看
板
の
撤
去
等
を

ゴ
ミ
袋
と
金
ば
さ
み
を
持
っ
た
職
員
 
訴
え

ま
し
た
。
 

道端を清掃する職員 

魚
『韻
樹
お
男
マ
 

わ
り
し

3
い
 
わ
つ
し

3
い
 

』
夏
の
夜
に
ね
ぷ
た
出
陣
 

五
日
か
ら
七
日
の
三
日
間
は
、
ね

ぷ
た
が
出
陣
し
太
鼓
の
音
、
お
唯
子
、
 

ハ
ネ
ト
の
か
け
声
が
市
内
に
響
き
わ

た
り
ま
し
た
。
 

六
日
に
は
中
三
デ
パ
ー
ト
前
で
、
 

今
年
の
ね
ぶ
た
審
査
が
行
わ
れ
成
田

市
長
、
葛
西
市
議
会
議
長
ら
審
査
員

士

一名
が
見
守
る
前
を
、
九
台
の
ね

ぷ
た
が
各
々
独
自
の
P
R
を
繰
り
広

げ
、
沿
道
を
埋
め
た
た
く
さ
ん
の
市

民
か
ら
は
 
「き
れ
い
」
 
「勇
壮
だ
」
 

な
ど
と
声
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
 

一
 
査
結
果
発
表
 

「
ね
ぶ

た
」
 

〇
五
所
川
原
市
長
賞
 

日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
囲
津
 

軽
工
場
「
木
曽
義
仲
の
出
陣
」
 

〇
五
所
川
原
市
議
会
議
長
賞
 

下
平
井
町
々
内
会
「平
成
の
国
取
り
」
 

〇
五
所
川
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞
 

三
振
り
会
「
海
幸
彦
、
山
幸
彦
」
 

〇
ご
し
ょ
が
わ
ら
市
農
業
協
同
組
合
長
賞
 

若
葉
四
町
内
住
民
連
絡
協
議
会
 

「鬼
人
の
お
松
」
 

〇
囲
五
所川
原
青
年
会
議
所
理
事
長
賞
 

田
町

・
栄
町
「
平
影
清
」
 

〇
囲
五
所
川
原
市
観
光
協
会
長
賞
 

敷
島
町
々
内
会
 

「村
上
義
光

錦
旗
奪
還
の
図
」
 

〇
特
別
奨
励
賞
 

五
所
川
原
市
職
員
互
助
会
 

「風
神
雷
神
」
 

〇
奨
励
賞
 

元
町
々
内
会
 

「魯
智
深
五
台
山
を

揺
が
す
」
 

〇
奨
励
賞
 

旭
町
々
内
会
 

「猛
勇
怪
力
朝
比
奈
三
朗
」
 

（
十年
間
連
続
出
場
）
 

「虫
お

く
り
」
 

◇
大
虫
賞
 

漆
川
虫
お
く
り
保
存
会

裏
紙
写
真）
 

◇
優
秀
賞
 
 

金
山
組
 

◇
虫
賞
 

漆
川
虫
お
く
り
保
存
会
 

◇
踊
り
賞
 

五
所
川
原
た
ば
こ
販
売
促
進
協
議
会
 

議
誘

鞭
努
鍵
 

気
圏
％
弔1
5
8
/
3
1は
道
路
を
守
る
月
間
で
す
。
 

そ

所
川
原
土
木
事
務
所
、
市
役
所
 
は
、

道
路
の
両
側
を
歩
き
ゴ
ミ
袋
を
 

で
は
八
月
の
道
路
を
守
る
月
間
に
対
 

い
っ
ぱ
い
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

応
し
て
道
路
の
環
境
美
化
に
努
め
て
 

八
月
六
日
は
、
大
町
ロ
ー
タ
リ
ー
 

五
所
川
原
民
謡
協
会
 

金
山
組
 

◇
嚇
子
賞
 

け
や
ぐ
虫
お
く
り
愛
好
会
 

漆
川
虫
お
く
り
保
存
会
 

勿
傷
案

ィ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょう
 

易 
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気分はすっかり消防士、はしご車体験搭乗 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
出
動
 
救
助
訓
練
 

 

はじめての消火器はむずかしい？消火マスター体験 

ま
た
、消
防
団
員
に
よ
る
分
団
対
抗

カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
食
生
活
改
善
推
進

員
会
（会
長
三
森
敬
子
さ
ん
）
の皆
さ

ん
に
よ
る
そ
ば
コ
ー
ナ
ー
が
大
好
評

で
し
た
。
 

防
災

・防
火隣
師
訣
m踊
准
し
た
瞬
 

一
 

叫
縄
麟
毒
唖
 
雲

舞
雄
雄
鍵
づ
，
護
鷲
い
 

み
ん
な
集
ま
れ
！

消
防
広
場
 

' "rL 
Iぜ ElL 
i,，’層 E 旨 

$ I 

, 
I 
I 

叫
“

尋
マ“
毎
‘
費
嚇毒
華
」
静
，
？
毒
費
毎
費
リ世
糾
静‘
電
餌
毎
費
議
畿
毎
費
費
奪評
“
讐
警
‘
 

八
月
二
日

（
土）
、市
役
所
前
お
ま

つ
り
広
場
で
市
消
防
団

（加
納
金
作

団
長
）
主
催
の
第
三
回
み
ん
な
集
ま

れ
消
防
広
場
が
開
催
さ
れ
、
夏
休
み

中
の
児
童
や
親
子
づ
れ
な
ど
た
く
さ

ん
の
人
が
会
場
に
訪
れ
ま
し
た
。
 

会
場
で
は
、
防
災
（
リ
コ
プ
タ
ー
 

「し
ら
か
み
」
に
よ
る
救
助
訓
練
・

偵
察
訓
練
、
は
し
ご
車
の
体
験
搭
乗
、
 

消
火
マ
ス
タ
ー
に
よ
る
消
火
競
争
な

ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
会

場
は
日
頃
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

救
助
機
材
や
蒸
気
ポ
ン
プ
及
び
腕
用

ポ
ン
プ
の
放
水
実
演
に
喝
さ
い
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。
 

轟鰻鶏罷芋 
青森市で行われた第24回全国高校少材こ寺拳法

大会で、男女とも本県の最優秀県賞の原動力と

なった五所川原第一高等学校少林寺拳法の部員 

25名が 7月31日、成田市長を訪れました。 

対馬健教頭、栗田仁部長、成田進監督に引率

された男子の泉谷圭吾主将、女子の三浦裕美主

将ら部員は成田市長から「女子マ）三連覇は大き

な偉業て三す。男子も優勝を目指して頑張ってく

ださい。」 と激励を受け、 「これからも頑張りま

す」 と決意を新たにしていました。 

市長と記念写真 五一高少林寺拳法部 

瓜1一斤‘m盾士六、苗げブム吉4ろ衣4カ三羊八よ、ーノ八 J 妬西1 、瓜 1 
⑥五所川原市交通安全対策協議会からのお願い⑥ I 

「 
五所川原市警察署管内で、最近交通死亡 

事故が多発しています。 

07月19日に 2名 〇 8月 4日に 1 名 I 

サンルートパティオ五所川原 

7月30日オープンしました 
7月30日、市に新しいホテノレが誕生しました。 

オープンに先立って28日の竣工祝賀会では、関

係者糸勺400名の出席、寺田春一社長が「近年、玉二

所川原市にはホテルが足りないと言われており、 

サンルートパティオはビジネス客、観光客に対

応したホテルとしてかゆいところに手が届く、 

人に優しいホテルとしていきたい」 とう丞べてい

ました。 

パティオ五所川原は、敷地面積約2,300平方メ 

ートノレ、地上7階建てで客室数119室。うち、シ

ングルが102室あり車椅子使用者に対工tこしたハン

ディキャップルームも1室ありまーす。また、棟続

きになっているレストラン「パティオガーデン」 

と50台駐車可能な駐車場も完備しています。 

パティオとはスペイン語で「中庭」の意味、 

市の新しい憩いの場が誕生しました。 

／ジ多クノ ノ ー 

サンルートハティオ（国道101号より） 

「一ーー 

に誉コ器 L ぎ二二器験擢rl ~ 
L竺とンートヘルトは必け一着用しまし上う。」 
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国民の義務「納税」  

私たちは納期を守って 

完納しています〇 
納税に協力していただきありがとうございます 

七
月
三
十
日
、
市
中
央
公
民
館

で
平
成
九
年
度
市
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
定
期
総
会
及
び
国
民
年
金
納
入

組
合
長
会
議
が
お
こ
な
わ
れ
、
各
組

合
長
、
成
田
市
長
、
平
内
洋
三
五
所

川
原
税
務
署
長
、
大
森
康
成
弘
前
社

会
保
険
事
務
所
長
等
が
出
席
し
ま
し

た
。
 

今
回
は
、
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会
長
（
木
村
清
孝
会
長
）
表
彰
、
五

所
川
原
市
長
表
彰
、
国
民
年
金
保
険

料
納
入
組
合
成
績
優
良
団
体
表
彰
、
 

県
生
活
福
祉
部
長
名
に
よ
る
感
謝
状

が
優
良
支
部
・
団
体
に
贈
ら
れ
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
三
浦
一
正
飯
詰
支

部
長
が
「
今
後
も
、
私
た
ち
の
納
め

る
市
税
が
ま
ち
づ
く
り
に
大
い
に
活

か
さ
れ
る
よ
う
、
組
合
員
相
互
の
団

結
を
堅
持
し
て
い
き
ま
す
。」
と
今
後

の
決
意
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

納
期
を
守
っ
て
 

い
つ
も
明
る
い
完
納
家
庭
 

税
金
に
は
納
期
が
あ
り
ま
す
。
納

期
を
過
ぎ
て
も
支
払
い
の
な
い
場
合
、
 

督
促
状
、
催
告
書
な
ど
で
支
払
い
が

遅
れ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
納
期
が
守
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
行
政
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
皆
さ
ん

か
ら
の
税
金
も
よ
り
有
効
に
使
わ
れ

る
の
で
す
。
 

ま
た
、
市
民
税
と
固
定
資
産
税
に
 
 

は
全
期
を
完
納
す
る
と
前
納
報
奨
金

が
あ
り
ま
す
。
お
得
な
こ
の
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

納
税
貯
蓄
組
合
に
 

加
入
し
ま
し
よ
う
 

現
在
、
当
市
の
組
合
数
は
百
八
十

一
一組
合
で
、
国
民
の
義
務
で
あ
る
納

税
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
組
織
と
し

て
市
政
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
き

ま
し
た
。
 

現
在
、
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人

を
世
代
別
で
見
る
と
組
合
員
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
若
年
層
の
加

入
と
、
そ
れ
に
よ
る
活
性
化
が
、
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

当
市
の
国
保
税
は
 

本
当
に
高
い
の
か
 

当
市
の
平
成
八
年
度
国
民
健
康
保

険
税
の
収
納
率
は
、
県
内
八
市
で
む

つ
市
に
次
ぐ
二
番
目
の
高
い
数
字
を

示
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆

様
の
協
力
の
結
果
で
す
。
 

そ
の
一
方
で
国
保
税
額
が
高
い
の

で
は
と
い
っ
た
ご
意
見
を
よ
く
聞
き

ま
す
。
当
市
の
平
成
八
年
度
加
入
者

一
人
当
た
り
の
保
険
税
を
見
て
み
る

と
約
六
万
六
千
円
と
な
り
県内
八
市

の
中
で
は
一
番
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
県
内
八
市
の
平
均
額
と
比
べ

て
み
て
も
、約
一
万
千
六
百
円
も
安
 
 

く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
八
市
の
中
で
も
っと
も

低
い
医
療
費

（
一
人
あた
り
約
二
十

五
万
五
千
円
）
に
反
映
さ
れ
て
お
り

市
民
の
健
康
さ
と
保
険
行
政
の
健
全

さ
を
示
す
も
の
で
、
こ
の
状
態
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

〇
組
合
長

の
声
 

上
藻
川
弥
栄
納
税
貯
蓄
組
合
 

外
崎

富
夫
組
合

長
 

「私
が
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し

て
か
ら
、
も
う
三
十
数
年
が
経
ち
ま

し
た
。
組
合
長
に
な
っ
て
か
ら
は
五

年
目
に
な
り
ま
す
。
税
金
は
義
務
と

い
う
意
識
が
ある
の
で
、
多
少
は
遅

れ
て
も
払
っ
て
く
れ
る
が
、
納
期
内

に
払
っ
て
く
れ
な
い
人
も
あ
り
説
得

す
る
の
に
は
い
つ
も
苦
労さ
せ
ら
れ

ま
す
。
組
合
員
は
農
家
が
多
く
秋
に

一
括
で
払
う
人
が
多
い
か
ら
で
す
。
 

ま
た
、
若
い
人
が
入
っ
て
こ
な
い

た
め
活
力
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
若
い
人
た
ち
に
も
是
非
組
合
に

加
入
し
て
欲
し
い
。」
 

地
方
分
権
に
関
す
る

論
文
を
募
集
し
ま
す
。
 

地
方
分
権
の
推
進
 

「画
一
と
集
権
」
か
ら
 

「多
様
と
分
権

」
へ
 

県
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
か
ら
、
地

方
分
権
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
寄
せ

て
い
た
だ
き
、
今
後
の
地
方
分
権
推

進
の
参
考
と
す
る
た
め
、
ま
た
住
民

の
皆
さ
ん
に
地
方
分
権
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
広

く
地
方
分
権
に
関す
る
論
文
を
募
集

し
ま
す
。
 

テ
ー
マ
 
地
方
分権
 

例
）
地
方
分
権
によ
る
十
年
後
の

青
森
県
、
地
方
分
権
に
よ
る
特
 

応
募
資
格
 
ど
な
た
で
も
応
募
で
き

ま
す
。
 

募
集
締
め
切
り
 
九
月
一
日
囲
ま
で

応
募
上
の
注
意
 
個
人
の
未
発
表
論

文
で
、二
千
字
以
内
（
ワー
プ
ロ
原

稿
可
）
。住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
職
業
、
及
び
電
話
番
号
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
作
品
の

著
作
権
は
青
森
県
に
帰
属
し
ま
す
。
 

応
募
先
及
び
問
い
合
わ
せ
 

〒
〇
三
〇
ー
七
〇
 
青
森
市
長
島

一
丁
目
一
番
地
一
号
 

青
森
県
総
務
部
行
政
管
理
室
 

m
〇
一
七
七
ー
七
三
ー
九
九
八
一
 

色
あ
る
ま
t
一て
く
り

色
あ
る
ま
ち
づ
く
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0%) 1 6--i 9 

(28.4%) 20-29 

(23. 8%) 3 O-3 9 

年齢別構成比 
(11.4%) 50- 

(22.4%) 40-49 

特
に
若
い
方
尺
の
 

ご
協
力
が
必
要
で
す
。
 

献血運動のマスコツト
ブラッド君 

体験発表をする長峰恵美子さん 

市はつらつ女性課
堀内主事 

＠
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
高
等
学
校

J
R
c
部
H
千
百
六
十
四
円
。
 

〇
本
町
商
店
街
振
興
組
合
本
町
倶
楽
部
一
同
目
二
万
七
千
三
百
五
円
。
 

〇
株
式
会
社
 
青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店
 
支
店
長
 
高
谷
隆
人
さ
ん
 

H
九
千
四
百
円
。
 

〇
株
式
会
社
 
ま
る
や
ま
東
北
 
店
長
 
小
山
内
昭
さ
ん
H
三
万
四
千
円
。
 

⑨
養
護
老
人
ホ

ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
か
ね
さ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
 
阿
保
健
司
さ
ん
 

H
寄
贈

（カ
ル
シ
ウ
ム
入
り
み
そ
十
』
、
味
き
ゆ
う
り
漬
物
四
聖
 

〇
五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
 
会
長
 
川
嶋
桂
武
さ
ん
H
歩
行
器
一
台
 

⑥
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
協
議
会
へ
 

〇
長
野
佳
子
さ
ん
（
北
海
道
札
幌
市
豊
平
区
月
寒
東
二
条
五
丁
目
六
ー
一
四
）
 

H
一
万
円
。
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轍
綴
か
騨
夢
饗
覇
 

「火の用心」のかけ声が町内に響きました 

五所川原市役所 合35 -2111 

》つ
 

七
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま

で
尻
無
町
内
会
青
年
部

（
新谷
良
昭

部
長
・
会
員
四
十
三
名
）
で
は
、
防

火
・
非
行
防
止
の
た
め
の
巡
回
を
行

い
ま
し
た
。
 

青
年
部
は
昨
年
発
足
し
今
年
で
一
一

年
目
。
子
供
達
は
自
ら
防
火
活
動
を

行
う
こ
と
で
火
事
の
お
こ
ら
な
い
町

内
を
願
っ
て
、
今
後
は
秋
の
火
災
予

防
月
間
で
も
防
火
を
呼
び
か
け
る
予

定
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

ー
 
驚

M
員
斑M
員M
頼M
W閃M
図
馴
ー

h
こ
にら一t
r
トr
トh
トh
ら
」
M
《貫
X
認
欝

x
M
 

曾
意
の
花
か
④
い
 

、つ
も
あ
り
が
と
、
つ
ご
ざ
い
ま
す
 

だ
れ
か
の
た
め
に
、

で
き
る
こ
と
 

あ
な
た
の協
力
で
た
く
さ
ん
の
命
が救
わ
れ
ま
支
 

七
月
三
十
一
日
、
ふ
る
さ
と
交
流

圏
民
セ
ン
タ
ー
・
オ
ル
テ
ン
シ
ア
で
、
 

県
日

本
赤
十
字
社
、市
が
主
催
す
る

県
献
血
運
動
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、
 

功
労
者
ら
百
九
十
六
団
体
、
九
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
に
は
、
村
井
博
美
副
知
事
、
 

成
田
市
長
を
始
め
関
係
者
八
百
人
が

出
席
し
、は
じ
め
に
成
田
市
長
が
「今

回
の
大
会
を
契
機
に
、
献
血
思
想
の

普
及
、
啓
発
に
努
め
ま
し
よ
う
。」
と

挨
拶
、
そ
の
後
東
北
電
力
五
所
川
原

営
業
所
保
健
員
の
長
峰
恵
美
子
さ
ん

と
、
鶴
田
町
の
松
山
憲
二
さ
ん
が
体

験
発
表
を
行
い
、
献
血
の
大
切
さ
を

訴
え
て
い
ま
し
た
。
 

献
血
は
二
百
か
ら
四
百
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
が
あ
り
、
当
市
で
は
患
者
さ
ん

の
負
担
が
軽
く
な
る
四
百
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
献
血
の
比
率
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
四
百
ミ
リ

リ
ツ
ト
ル
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

ま
た
、
夏
季
は
特
に
献
血
量
が
不

足
気
味
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
献
血
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。」
 

内
 

案
 

一
 」
 

献血 の 
Iり」 	III 時 	「繊熱 」易 

8月 28日 

（木） 

ヲ1二りi"Ij京市 
功ミ I プi：奉イ L 
F」」各」也区分 
ト川協賛 

9: 30- 
11 : 30 

大 ク、 保製 作所 前
協賛 長 富 分 団 

ii : 45---- 
12 : 30 

毘マ少門白川商店前
協賛 毘 沙 門 分 団 

14: 00- 
16 : 00 

コミュニテイセンター 
飯詰前 

協賛 飯 詰 分 闘 



〔土から土へのリサイクル〕 

コンポスター 
~“， 
〈生ゴミ処理容器〉 

規格 内容量／180E 重量／4己
外寸／668 ゆ x 760（高さ）mm 「 

斡旋価格 6,000円（発酵促 

進剤500gイ寸） 申し込み期日 9月30 日（火）まて了

申し込み方法 ごしょがわら市農業組合・各支店に

お申し込みください。 

つつが虫病』 	叱 

ー山に入る人は 
予防に心がけましょう― 

つつが虫はダニの一種で、野ネズミなどに

付着し、人が刺された場合つつが虫病リケッ

チアが入り感染します。 

〈症状〉 悪寒、頭痛、筋肉痛、結膜充血な

どを伴う発熱で、風邪と似た症状を示します。 

つつが虫の刺し口は脇の下、陰部などの皮膚

の柔らかい部分に多く見られ、診断上重要で

す。発赤は、 1センチ程で固くなり水痘がみ

ら才Lます。発症までの潜伏期間は7-1 2日

間です。 

〈予防対策〉 

(D 素肌の露出をさけ、長ズボン、長靴、手

袋を着用すること。 

（②） 腰を下ろしたり、寝ころんだりしない。 

③ 皮膚の露出部にダニ忌避剤を塗布。 

④ 帰ったらすぐ入浴。イ寸着のおそれがある 

場合は洗い落とし、刺し口がないか点検。 

⑤ 1~2週間後、発熱、発疹、 リンパ負li腫 

脹等の症●［犬が現れたら医師の診療を受ける。 
ノ 

自然と人間との共生 

みんなで進めようリサイクル 
ゴミ処理には膨大なお金がかかり、 またゴミを処

分する場所には限りがあります。 リサイクルが進め

ば、 これらの問題を軽減できるだけでなく、限りあ

るェネルギーの節約にもなり、環境汚染を防ぐこと

で自然を！守ることにもなります。 

まずは身の回りからリサイクルを進めましよう。 

※品物の引き渡しについては、10月下旬に現金交換の予定です。 

平成9年度 

「ものを大切にする」作品募集 

「ものを大切にする」健全な生活観の育j戎 

普及を図ることが目的て十す。 

募集内容 

標語部門 ホスター部門 作 文 部 門 

フ ー マ 

ものを大切に

すること、無駄

をなくすこと、 

ものの有効利用

を訴えるもの。 

同 	左 

日常生活の中でも

のを大切にすること

にっながる工夫・ア

イデア・実際に経験

したことがら。 

応募形式 17字程度 
39cmX54cm 

（四切り） 

400宇詰原稿用紙 

5枚以内 

応募資格 
小学生・中学生 

・ 一般 

小学生・ 

中学生 
小学生・中学生 

募集締め切り 8月31日まで（当日消印有効） 

募集方法 作品に学校名（＝一般は住所）、学： 

年、氏名を記入すること。応募は各部門 

とも1人1点とし、未発表のものに限る《 

※作品の著作権は主催者に帰属します。 

主催 ものを大切にする県民運動推進会議

作品の送イ寸先及び間い合わせ 

9 030-70 青森市長島一丁目1番1号

青森県環境生活部生活文化課内 

ものを大切にする県民運動推進会議

雪 O177-22-1111 内線3526 

⑥平成 9年度 

五所川原市地域集会日程 
~ ‘人でも多くの方の参加を 

お待ちしております～  

月
  

日
  

曜日 時 間 対象地区 開 催 場 所 

只
）
 
 

20 水
  

13 : 30-- 松島地区 
コミュニテイ 

センター松島 

21 木
  

13 : 3O-- 長橋地区 コミュニテイ 
センター長橋 

22 金
  

9: 30- 栄地区 コミュニテイ 
センター栄 

13 : 30- 五所川原 
（南） 

富士見コミュニ 
テイセンター 

25 月
  

9: 30- 梅沢地区 
梅沢コミュニテイ 

センター 

13 : 30- 七和地区 コミュニテイ 
センター七和 

26 火
  

9: 30- 飯詰地区 コミュニテイ 
センター飯詰 

13 : 30- 毘沙門・
長富地区 

毘沙門・長富コミ
ュニテイセンター 

27 水
  

9: 30- 中川地区 コミュニテイ 
センター中川 

13 : 30- 三好地区 
コミュニテイ 

センター三好 

28 木
  

9 】 30へノ 小曲地区 農村婦人の家 

13 : 30- 湊地区 湊 集 会 所 

29 金
  

9: 30---- 五所川原 
（北） 

しきしまコミュ 二
テイセンター 

平成9年8月15日 6 



× 
■8月は電気使用安全月間です。 

、熱帯夜 

助
東
北
電
気

保
安
協
会
 

タ
コ
足
配
線
は
 

危
険
で
す
 

第3回「母と子の平和写真展」 
と き 8月30日（土）・31日（日） 

10 : 00-15: 00まで 

ところ 市「水と緑の小公園」 

内容 〇戦時中の食べ物と暮らしの再現 

（大根めし、じやがいももち、すいとん、ホ 

ットコーヒーが100円て下試食できますう 

〇中国帰国者のお話を聞くコーナー 

〇 「はだしのゲン」 ビデオ上映 

主催 コープあおもり五所川原地域理事会 主催 

ともに支え合う 男女共同参画社会をめざして o 
やさしさのあるまちを 

男の子のしつけと女の子のしつけ（複数回答）ー性別ー 

男の子 	 女の子 
（単位 ％) 	 （単位 ％) 

80 70 60 50 40 30 20 10 0 	0 10 20 30 40 50 60 70 80 0
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ド軍ど‘】・】・】・】三・灘二‘ 75.9.:駿着喜造魯 
I 73.4 

『滋着駿但ぎどら】・】桑】 
~ 	45.6 

ll
34

.:31 .  9 

6.

16 

	

.18 .7 
~ 

l着乞 i:: 

~ 22.8 

「 1翌 

 23.2 

7.5f 

圏男 ~ 

ロ女 I 

自5.7二 

~ 31.5 

独立心 
17 

登喜量熟庶落】：】：d  
54.4 

責任感 

忍耐力 20.7  

三駕三％45臓着靴旦 
46.1 	I 

．】】り可 4ら】:....:.駕 

47.3 

】】】」」」」】】」」】】：」
f.53五・」ら】・三ぎら1 

46.5 	1 

苫蒼I・‘ 319ン】予 

29.9 

五所川原市

総数 407名

男 166名

女 241名 

」  

~ 

1  

.17.5:1  

29.5 

たくま
しく 

やさし〈 

すなおI 

ネ臓作法 

食事の
支度 

その他 

特にない 

無記入 

\ 
劇団「権の木」 

出演者及びスタッフ募集 
当劇団では、市制施行40周年事業として

平成6年10月に「ハルニレとともに」の第 

1回公演を行いました。五所川原の、ハイ

カラでロマンあふれる大正、昭和を舞台に

した物語で大好評でした。 

今回は第 2 回公演としてその続編「ハル

ニレとともに（文学編）」を平成10年2月22 

日（日）オルテンシア小ホールにおレいて開催

しますので、出演者及びスタッフ（老若男

女）を募集しています。 

五所川原の物語を私たちと一緒に…。 

連絡先 雪030 - 980 - 7022（携帯電話） 

岩谷勇公まで 

I 業二鴛っl慧鷺る最ふ 
， 人としての意識、人格を形成するもっとも大事な（重 

i燕曇奮ミミ鷲鷲鷺ミミ愚ミ 、, 	ー 	”’「 ー ’一ー一’ 一’ 一一’ーー J’ーー一 、 、 αノつ～ぺ＝~「つ ～ ×一 

・ヴ、 	  ・ぐ, 
	

> 	“シに’に一 
	

人 

7 平成9年8月15日 	 五所川原市役所 公35- 2111 

	、

、 

問い合わせ コープあおもり 合35 - 4372 

I'-所川原おやこ劇場 

夏の特別公演のご案内 
と き 8月31日（日） 14: 00開演

ところ 五所川原南小学校体育館 

公 演 劇団風の子「どきどきどっかん」 

チケツト販売 一般券1,500円 会員券700円 

(3歳以下無米斗。チケットは東奥日報社4 

階親子劇場事務局にて販売しております） 

＼問い合わせ 親子劇場事務局 合34 -  2170J 

さ 要です。 
ぐ 

d これからは性差を問わず、子どもク>1固性を尊車し人間 

\I 性の豊己、な矛どとへ2整でで当要になります。 

、
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県民手帳・県政グラフ・ 
青森県の姿・青森県統計年鑑の 

予約申し込みについて 

青森県統計委員会では平局こ10年度版刊行

物の頒布をいたします。予糸勺申し込み書は後

日各町内会より回覧となりますのでよろしく

お願いします。 

問い合わせ 企画調整課統計係 内線462 

無料・安心・便利 

生活福祉なんでも相談所 
相談専用電話（直I通）容 3 9 - 1 2 1 2 

と き 毎日、8 : 30----17 : 00 

土・日・祝日を除く 

ところ 五所川原市老人福祉センター内 

（岩木 TiI1民会館裏） 

問い合わせ 五所川原市社会福祉協議会 

合 34- 3 494 

「財形貯蓄」活用助成金制度 
の お 知 ら せ 

勤労者の自助努力を 

支援する事業主の皆様へ 

勤労者が一般財形貯蓄を行い、生涯の節目

となる特定事由（育児・介護・教育・自己再

開発）のために、50万円以上支出した場合勤

労者に対し、財形貝宇蓄活用給イ寸金を支給した

事業主に雇用促進事業団が助成金を支給しま 

‘ 	す。 

ー 例） 事業主が勤労者に5 万円以上15万 

円未満の給イ寸金を支給した時、雇用促進事業 

団に対し5万円の助成金を申請できる。 

問い合わせ 青森雇用促進センター 

雇用改善部門 客0177-77-1234 

fl建設業退職金共済制度,をご存じですかノ 

この制度は、昭和39年10月に建設業の

労働福祉政策の一環として中小企業退職金共

済法に基づき創設されたもので、一般の退職

金制度とは異なり建設業界て二億カく限り、事業

所を変えても事業所に雇用され就労した期間

全部を通算して退職金を支払うという退職金

制度です。 

また事業所に対しても、労働者住宅等の福

祉施設を設置するための融資制度もあります。 

問い合わせ 建退共青森県支部 

青森市安方 2 丁目9-13 合 0177-22-7611 

特別障害者手当の 
	 申請をしてください 

（随時、受け付けしています） 

■特別障害者手当 

対 	象 	者 障 害 の 程 度 

1. 20歳以上で日常生活に 日常生活に常時特別の介 

常時特別の介護を要する 護を要する重度障害者とは 

右記の在宅重度障害者。 国民年金法施行令別表1級 

2．  障害基礎年金等、障害 程度の障害が重複するもの 

を事由とする年金の受給 又は同程度以上と認められ 

者であっても対象になり るもの。 

ます。 
3．  身体障害者療養施設等 

に入所している場合及び 

病院等に3 カ月以上継続 

入院している場合は受給 

できません。 

手当額及び支払月 支 給 の 制 限 

1．  手当額は月額26,230円 本人及び本人の配偶者も 

2．  支払月は 2月、 5月、 しくは扶養義務者の前年の 

8 月及び11月の 4期にそ 所得が政令で定める額を超 

れぞれの前月分までを支 えるときは、手当の支給が 

払います。 停止されます。 

■障害児福祉手当 

対 	象 	者 障 害 の 程 度 

1. 

2． 

20歳未満で、精神又は

身体に障害があり、日常

生活において常時介護を 

日常生活において常時介 

護を要する障害児とは身体 

障害者手帳1級程度（ 2級 

の一部を含む。）の障害又は 

特別児童扶養手当1級、愛 

要する右記の在宅障害児。 

肢体不自由児施設等に

入所している場合及び障

害を支給事由とする年金

を受給している場合に対

象となりません。 

護手帳「A」程度の障害の

うち最重度の障害と認めら

れるもの。 

手当額及び支払月 支 給 の 制 限 

1．  

2．  

手当額は月額14,270円 

支払月は 2月、 5月、 

8月及び11月の4期にそ

れぞれの前月分までを支

払います。 

本人及び本人の配偶者も

しくは扶養義務者の前年の

所得が政令で定める額を超

えるときは、手当の支給が

停止されます。 

問い合わせ 市福祉事務所（内線541番） 

一
 
一

一
 
一
 

市税の納期 
市（県）民 税 
国民健康保険税 

9月1日（月）です。 

平成9年8月15日 8 
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筆業鑓受講生募集 

       

‘一 

    

参加者募集 

 

        

        

講座名 実施期間 実施時間 回数 
募集

人員 
講 師 名 

版画教室 
9 月 5 日ー～一 

10月24日
毎週金曜日 

18:30- 
20:30 

回

7
  

人 

20 高橋恭子 

七宝焼き 
教室 

9 月10日一～ 
10月 8 日

毎週水曜日 

18:30- 
20:30 に

u
 
 

20 田辺裕子 

手編教室 
9 月11日・～ 

11月30日
第2・4木曜日 

10:00- 
12:00 に

U
 
 

20 磯野房枝 

藍染教室 9 月17日（」 
aNAN 
 9 月18日馴 
9
 
0

1
 
0
2
 

一m
 

 
0
  

2 20 菊地睦子 

レ受講資格 市内に住所又は職場を有する方

レ受講料 無料。 但し材料費は実費負担

ン申し込み・間い合わせ 五所川原市新町 

働く婦人の’家 TEL 35-8898 FAX 35-8953 

勤労青少年ホーム 

「くらしと趣味の教室」 
後期受講生募集 	 一

◇対象 市内に住所を有する又は勤務する者 

でおおむね 15歳～30歳迄の男女

◇受講期間 9 月 2 日（火）-11月14日（金） 

時間は、18: 30-20 : 30まて冬 

◇受講料 無米斗 

◇申し込み締め切り 8 月23日（土） まて冬

※ 教室の種類、内容については広報 8 月 

1 日号をご覧ください。 ただし、陶芸教

室は定員となりましたので締め切りとい

たします。 

◇間い合わせ・申し込み 

勤労青少年ホーム か34 - 3602 

オス トメイ トとは 

直腸機能障害者を対象にした社会適応訓練 

◇と き 9 月 1 3 日（土） 1 3:00 

◇ところ 市働く婦人の家 

◇対 象 ス トーマ （人工用了●） をつけてい 

る人またはその家族 

◇受講料 無米斗 

◇間い合わせ 日本ォストミー協会 

青森支部五所川原地区担当 

III田四ツ男 費3 5-1 0 2 1 

五所川原市生活学校 
	メンバーのお誘い 

～多数の入校希望者を望んでいます～ 

◇生活学校とは 

全国的な組織で、当市では昭和57年に設立

されました。 

身近な生活課題や地域課題の解決に取り組

み、少しでも暮らしをよく したいと願う住民

活動の場です。 

◇五所川原生活学校は 

〇現メンバー数 45名 

〇年間aお舌動 料理講習会・手芸講習会・

講演会・施設慰間訪問・研修旅行・共同

募金街頭協力・五所川原市産業まつり出

品物展示即売会・会員定例会（話し合い 

・反省会）年4-5回・その他

◇入会希望及び間い合わせは 

●会長 三t喬さと子 か3 4-28 1 1 

●市中央公民館（原田）か 3 5-6 0 5 6 

月 F成9年度五所川 ~原保健所難病患者等学習交流会I ”開
  
~
催
の
お
知
ら
せ
 

開催日時 内 	 容 講 	 師 

9 月26日囲 
13 : 00より 

①機能訓練「家庭でできる楽しいリハビリ」 

②グループワーク （楽しいテイタイム） 
弘前大学医療技術短期大学理学療法学科封馬 均 教授

保健所保健婦 

10月28日（火） 
13 : 00より 

①グループワーク （わいわい談義） 

②座談会「知って便利な福祉制度」 
保健所保健婦 

福祉事務所 

11月 7 日（金） 
10 : 30より 

①講義・実習 「病気にやさしい食事」 
②レクリエーション 

③講義 「いきいきとした生活のために」 

保健所栄養士 

運動指導士 

あおもりいのちの電話 石川散一代表 

◇対 象 難病の患者さん及びその家族 

◇場 所 市働く婦人の家（参加料は無料です） 

◇申し込み 8 月29日（金） まで電話で受付 

◇間い合わせ 五所川原保健所 保健予防課 か34-2 1 08 

9 平成 9年8月15日 
	

五所川原市役所 容35- 2111 
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テーマ． 

夏休みには 

親子でクッキング② 

五所川原市食生活改善推進員会 

コ-不ポテトのオムレ U 
材 料（4人分） 

卵 	 8個 
塩 	 少々 

	

、バタ- 	40g 
じゃがいも 100 g 
ベーコン 	40 g 
ピーマン 	2イ固 
玉ねぎ 	1/2個 

	

A トマト 	小1個 
プロセスチーズ 100 g 
バター 	lOg 
塩 	小さじ1/4 
こしよう 少々

ペパーミント 少々 

残暑に負けないバランスの
とれた1品を紹介。 
バランスの要は「6つの基

礎食品」です。 1）魚・肉・
卵等、 2 ）乳製品・骨ごと食
べられる魚等、 3 ）緑黄色野
菜等、 4 ）その他の野菜・果
物等、 5 ）米・パン・めん等、 
6 ）油脂等などの基礎食品か
ら3~6種類ずつ、全部で30 
食くらい 1日に食べればバラ
ンスはばっちりです！ 

すくすく健診 
◆ところ 働く婦人の家・保健センター 

（新町バス停前） 

◆持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

対象児 期 日 受付時間 

~ 4カ月児 
~健 	診 

平成 9年 
4月生まれ 

9月 2 日 
（火） 

12 : 
12 

30 
: 
- 
45 

1
6
健
 
カ
 
月
 
歳

児
診
 

平成 8年 
3月生まれ 

9月16日 
（火） 

児 
診 

平成 6年 
5月生まれ 

9月18日 
（木） 

※お願い 4 カ月健診では、神経芽細胞腫検

査セットを配布しますので、来れなかった

方は母子健康手帳を持参のうえ、はつらつ

女性課窓口にもらいに来てください。 

平成9年度 

五所川原保健所 r小児肥満予防教室」  

★募集対象 肥満傾向にある就学前の幼児及

び親。小児肥満予防に関心のある幼児及び親。 

★内 容 

回数 日時及び場所 午 	前 午 	後 

『1
  

9月10日（水） 

9 】 30- 
15 : 00 

市中央公民館 

開講式 

身体計測 

講話 
「肥満ってなあに」 

講義 
「おやっを

見直そう」 

おやっ試食会 

n乙
  

9月17日（水） 

10: 00'- 
15: 00 

市中央公民館 

講話及び実技 
「からだを 
動かすのが 

好き」 

講話 
「食べ方を 

見直そう」 

n。
  

9月22日（月） 
10: 00--- 

15 : 00 
スポーッアカデ 
ミー五所川原 
市中央公民館 

講話及び実技 
「プールで 

スイスイ」 

講話及び実技 
「よい歯で 
よく噛む 
よい子供」 

歯みがき指導 

★受講料 無料一 

★申し込み期間 8月25日まで。 

定員が20組（親子）になりi欠第締め切り。 

★申し込み先 五所川原保健所健康増進課 

雪 34-2108・ FAX34-7516 

五所川原市役所 合35-2111 

作り方】①じゃがいも、チーズは、 1cm角に切って、じゃが

いもは、かためにゆでる。 
②ピーマン、玉ねぎは、 1 cm角の色紙切り、トマトは、 1 cm 

角切りにし、種はとる。 

③フライパンにAのバターを溶かし、ベーコン、玉ねぎ、ビ 

ーマンを妙め、塩、こしようで味をととのえ、じゃがいも、 

チーズ、トマトを加える。 

④卵 2個を溶かし、塩を加えて混ぜ、フライパンにバタ110 
gを溶かし、 1/4量の卵を流しいれる。 

⑤卵が固まりかけたら、③の1/4量をのせ、 3つ折りにた

たむようにして包み、皿に盛り、ペパーミントをかざる。 

L すこやか発達相談 
◆ところ 働く婦人の家・保健センター 

（新町バス停前） 

開設日 時 間 内 	容 

10 : 00- ・成長、発達相談 
9月 3 日 12 : 00 ・母子健康手帳の節目 

母と子の （水） 13 : 00- 
15 : 00 (9~lUカ月、 6 カ月、 

相談 日 9月17日 9/17の午後 1歳、2歳等）の相談、 

（水） は、予約が 育児、遊び、栄養（離 

必要です。 乳食等）、相談等。 

※予約相談は随時、電話で受けイ寸けています。 

平成 9年8月15日 10 
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